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　1984年2月1日より1985年2月1日迄に68例の虚血

性脳血管障害患者に対して，発症後48時間以内にSin－

gle　Photon　Emission　CT（SPECT），X線CT，頸動脈

造影を施行して，その診断能を比較検討した。　対象

患者は脳梗塞51例（男37例，女4例，平均年令62、9歳），

TIA17例（男13例，女4例，平均年令60、5歳）であり，以

前に脳卒中の既往歴のあるものは除外してある。

　方法ぱeSXeガスの90秒吸入法により，　SPECTとして

はLassenらの開発したTomomatic64を使用して，re－

－gional　Cerebral　Blood　Flow（r－CBF）を測定した。

X線CTはGEC’1／T9800を使用し，X線CT，錬動脈造

影共にSPECTと同一日に検査を施行した。脳梗塞51例

中42例（82、4％），TIA17例中10例（58、8％）は発症後

24時間以内に上記検査が施行された。　脳梗塞急性

期のSPECT，X線CTにおける有所見率はそれぞれ

92、29b，62、7％とSPECTがすぐれ，かつ臨床症状の推

移ともよく相関を示した。しかしTIAにおける有所見

率はSPECT47、0％，X線CT41、1％と有意の差を認め

られず，限局性小梗塞巣のrCBFの低下はSPECTでは

把握出来なかった。

　閉塞性脳血管障害に対し，Xe　一一133　gas吸入ECT

で，CBF像とdelayed　scan像，およびacetazo1－

amide負荷scan像を比較し，虚血領域の血流評価や

viabilityの考察を行なったので報告する。

　方法は，Xe－133gas　50mCi吸入後V（　CBF像を

得た後，さらに7分，12分，17分後にdelayed
scanを施行した。　acetazolamide　20mglkgを静

注後20分にactivation　studyを行なった。それぞれ

の像において，患側と健側を比較検討した。

　装置としては，Tomomatic　64ECTを用いた。

DSAによる側副血行の発達の程度も検討した。

　CBF像で，血流低下を示した症例でのdelayed
scan像で，患側と健側を比較すると，各症例により

異なり，健側より患側が低下したまま，等しくなる，

多くなるなどのいろいろなパターンが見られ，虚血巣

の血流の差異を示すものと思われた。

　Delayed　scanとactivation　studyによりvia－

bilityの評価の可能性が示唆され，外科的治療の適

応決定にも有用であると考えられた。
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　昨年の本学会において、我々はXe－　133吸入法にて

脳血管性痴呆例と痴呆のない脳梗塞例との局所脳血流

量の比較をおこない、前者は後者に比し有意な低下を

認めたと報告した。今回同様症例において、くりかえ

し検査をおこない脳血管性痴呆例および痴呆のない脳

梗塞例の慢性期の脳循環について検討した。

　方法は、アロカ社製局所脳血流量測定装置RRG－5

26を用い、Xe－133約15mCiを吸入させ、解析は2－

Compartment法およびInitial　Slope法によりおこ
なった。

　症例は、脳梗塞22例で、内訳は脳血管性痴呆10例、

痴呆のない脳梗塞12例である。検査は、1回目が発症

より平均7．1ヵ月後に施行し、2回目はこれより平均

2．8ヵ月後に実施した。

　脳血管性痴呆例では、2回目の脳血流量は低下傾向

にあったが、痴呆のない脳梗塞例では改善傾向を認め
た。
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閉塞性脳血管障害においては，側副血行発達の度合が，

損傷の程度，病巣の範囲を決定する重要な因子となっ

ている。今回は，側副血行の評価法として，SPECT

による脳血流（CBF）とDSAによる脳血液量（CBV）

の変化を組み合せ検討したので報告する。

（1）DSAでは，従来の形態学的変化の評価に追加して，

時間・濃度曲線による定量的検討を施行した。関心領

域は，血管だけでなく，脳実質を含む部位に設定した。

（2）SPECTでは，安静時，　acetazolamide静注時の

CBF　map，　delayed　scanを使用し検討した。

（1）DSAでは，定量的検討により側副血行の評価が可

能であった。（2）SPECTでは，　CBF低下部位の側副血

行の有効性の評価が可能であった。（3）側副血行の評価

法として，SPECTとDSAを組み合せた検討は有用で
あった。脳血管吻合術症例において，脳血流予備能の

評価に使用可能であることが示唆された。
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